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一リボンでおゆうぎ一
　9月27日、さわやかな秋空のなか

江南幼稚園の第13回親子運動会が行

われました。写真は、年長組の女児

67人による、おゆうぎ嶺くるくるしゃ

ぽん玉・で、楽しい曲に合わせたリズ

ミカルな演技に、父母・来賓からも

大きな拍手かっさいがわきました。

男5，333人女5，391人計10，724人
世帯数2，815

ρ＼

〔9月1日現在人口〕

（

●発行所
●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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昭
和
六
十
一
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
、
第
三
回
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十
六
億
二
千
七
百
二
十
四
万
九
千
七
百
七
十
四
円
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
四
千
四
百
五
十
四
万
四
千
百
七
十
一
円
の
繰
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
－
年
度
の
町
の
家
計
簿
は

一
般
会
計
は
、
二
億
四
千
四
百
五
十
四
万
円
の
繰
越
額

入
っ
た
お
金

　
以
下
、
軽
自
動
車
税
の
一
千
五
万
七

千
六
百
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
繰
越
金
の
一
億
五
千
七
百

九
十
八
万
八
百
三
十
二
円
、
繰
入
金
の

七
千
四
百
十
八
万
五
千
六
百
六
十
三
円
、

諸
収
入
の
三
千
三
百
八
十
八
万
八
千
八

百
九
十
三
円
、
財
産
収
入
の
二
千
九
百

五
十
六
万
三
千
六
百
五
十
三
円
。
以
下
、

使
用
料
及
び
手
数
料
・
分
担
金
及
び
負

担
金
・
寄
附
金
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
の
四

億
八
千
五
百
十
万
五
千
円
が
ト
ッ
プ
で
、

依
存
財
源
の
三
十
五
・
九
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
国
・
県
支
出
金
の
四
億
六
千

十
六
万
二
千
七
百
十
六
円
、
町
債
の
三

億
百
五
十
万
円
。
以
下
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
・
地
方
譲
与
税
・
交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
・
娯
楽
施
設
利
用
税

交
付
金
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
）
　
）

完
成
し
た
柴
・
干
代
地
区
農
山
村

集
落
排
水
処
理
施
設

　睡睡垂i
　（2）広報こうなん

轍灘一鞭
濠

糀翻

尊

、
、
懸

鑓

薫譲

、
野
醗
難
、
難
羅

「
零

？y弼

暴

騰　　　　慧　　　無　　　鰹　　毒難籔鍵灘

1，纏萎贈鰯

、、孤聾灘、灘…．蒙国・賊出金

撰　嚢蹴0’162’716円

1鰭萎，ll，1臨鰹駕繍，円

灘驚繍

町
税
は
自
主
財
源

の
七
十
八
％

　
歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
（
町
で
ま

か
な
え
る
財
源
）
と
依
存
財
源
に
分
け

て
み
る
と
、
自
主
財
源
の
ト
ッ
プ
は
町

税
の
十
一
億
八
千
五
百
九
十
四
万
二
百

六
十
四
円
で
、
自
主
財
源
の
七
十
八
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
町
民
税
の
五
億
一
千
五
百

三
十
万
六
千
六
百
七
十
円
を
ト
ッ
プ
に
、

固
定
資
産
税
の
四
億
八
千
七
百
三
十
八

万
五
千
円
。
次
い
で
、
電
気
税
の
六
千

四
百
十
五
万
七
千
七
百
三
十
五
円
、
特

別
土
地
保
有
税
の
六
千
三
百
三
十
八
万

三
千
百
八
十
円
、
た
ば
こ
消
費
税
の
四

千
五
百
六
十
五
万
七
十
九
円
。

南
小
通
学
路
の
交
通
安
全

施
設
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霧鍵
慧

灘
、
、
灘
鑛
懸
鶴
灘

灘
蚤
、
他

馨
、

灘
、

灘農林水産業費559，229，869円　　灘唖“

盤．総務費716・361・・31円

使
っ
た
お
金
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｝
知
源

…
豆
財
．

｝
の
主

｝
政
自

｝
財

　自主財源とは、地方公共団体が
前もって、いくらはいってくるか
をはじきだし、自主的に収入しう
る財源をいう。

　たとえば、住民税や事業税、固
定資産税などの地方税とか、県や
町がするしごとによって、特別に
利益を受けるものからいただく分
担金及び負担金。また、印鑑証明
などの手数料。町の財産を処分し
たりの収入。前年度からの繰越金
繰入金、寄附金、諸収入が該当す
る。

　自主財源の多少は町の行政活動
の自主性と安定性を確保しうるか
どうかの尺度となるものです。

　　　依　存　財　源

　国の意図により定められた額を
交付されたり、割り当てられたり
する収入を依存財源という。

　依存財源には、地方交付税、国
庫支出金、県支出金、地方譲与税
地方債が含まれる。

　地方交付税は各地方公共団体問
の財政力の不均衡を調整するため
一定の計算方式により国が交付す
るものであり、また国・県支出金
は地方公共団体の事務に要する経
費について、事務内容に応じて交
付されるものです。

　地方債は地方公共団体の建設事
業等の財源に充てるため借り入れ
られる長期借入金である。

ト
ツ
プ
は
総
務
費

の
七
億
一
千
万
円

　
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
総
務
費
の
七
億
一

千
六
百
三
十
六
万
一
千
三
十
一
円
で
、

歳
出
全
体
の
二
十
七
・
三
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
複
合
施
設
、

（
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i
及
び
、
議
事
堂
）

建
設
費
の
四
億
一
千
七
百
五
十
四
万
八

千
五
百
八
十
五
円
、
そ
の
他
交
通
安
全

対
策
の
諸
施
策
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
五
億
五
千
九
百

二
十
二
万
九
千
八
百
六
十
九
円
で
、
農

村
総
合
整
備
事
業
費
、
近
代
農
村
建
設

事
業
費
、
農
道
整
備
事
業
費
、
農
業
振

興
費
な
ど
に
充
て
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
三
億
二
千
二
百
十
六
万

二
百
三
円
で
主
な
も
の
は
、
複
合
施
設

の
う
ち
保
建
セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
広
域
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一
部
事
務
組
合
施
設
の
負
担
金
、
各
種

検
診
に
要
す
る
経
費
等
に
充
て
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
、
二
億
七
千
六
百
六
十
五

万
五
千
八
百
九
十
四
円
で
、
町
道
整
備

費
、
道
路
台
帳
作
成
委
託
費
、
江
南
中

央
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
補
助
金
な

ど
に
充
て
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
二
億
四
千
百
二
十
七
万

五
千
五
十
五
円
で
、
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
な
ど
の
教
育
環
境
・
水
準
の
整
備

を
図
る
経
費
や
社
会
教
育
、
社
会
体
育

の
向
上
を
は
か
る
経
費
、
文
化
財
の
保

護
・
発
掘
・
補
修
費
、
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
費
な
ど
に
充
て
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
、
一
億
七
千
七
百
八
十
九

万
一
千
五
百
九
十
七
円
で
、
各
種
の
福
　
∞
∞

祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
費
用
や
、

老
人
・
乳
児
・
障
害
者
等
の
医
療
給
付

費
、
国
民
年
金
、
保
育
所
運
営
費
、
老
　
燗

人
セ
ン
タ
ー
負
担
金
な
ど
に
充
て
ま
し

た
。　

公
債
費
は
、
一
億
二
千
二
百
四
十
一

万
五
千
九
百
九
十
三
円
で
、
昭
和
四
十
，

三
年
以
来
四
十
回
に
わ
た
り
学
校
・
道
　
“

路
な
ど
町
の
施
設
建
設
の
た
め
長
期
借
㈱

入
れ
し
た
資
金
の
返
済
に
充
て
ま
し
た
。

　
消
防
費
は
、
一
億
四
百
五
十
四
万
一

千
三
百
五
十
円
で
、
熊
谷
地
区
消
防
組
　
．

合
共
通
経
費
や
消
防
団
の
諸
経
費
を
は

じ
め
、
消
防
水
利
施
設
の
拡
充
に
消
火

栓
六
基
を
新
設
し
ま
し
た
。
議
会
費
・

そ
の
他
で
、
一
億
六
百
七
十
一
万
八
千
∞
∞

七
百
八
十
二
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
複
合
施
設

簑1垂嚢
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老
人
保
健

　
昭
和
六
十
一
年
度
末
の
受
給
者
数
は

七
百
七
十
七
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
三
億
一
千
九
百
六
十
一

万
三
千
五
百
八
円
、
歳
出
合
計
三
億
八

百
九
十
八
万
四
百
十
五
円
で
差
し
引
き

額
一
千
六
十
三
万
三
千
九
十
三
円
を
残

し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

蕪
　
　
識

　
内
容
に
つ
い
て
は
図
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
う
ち
、
実
際
に
お
年
寄
り
が
医
者

に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
金
額
（
医
療
給
付
費
）
は
二
億
九
千

九
百
九
十
九
万
二
千
三
百
二
十
円
で
、

全
体
の
九
十
七
・
一
％
で
、
受
給
者
一

人
当
た
り
三
十
八
万
六
千
九
十
円
で

す
。

金
円
％

付
千
5

交
6
7
6
6

金
沼

基
12

払
2

支

歳
入

老
人
保
健

国庫支出金＼
　62，279千円
＼　　19．5％

　　　　　県支出金
　　　　　23416千円　　7．3％

繰入金21，233千円　　6．6％

諸収入217千円　　0．1％

歳
出

医療諸費
　304，572千円

　　　98．6％

）

）前年度繰上充用金

　　　3，117千円　　1．0％

　　　諸支出金966千円　0．3％

　　　総務費324千円　0．1％

国
　
　
　
保

　
歳
入
合
計
は
四
億
五
百
四
十
一
万
六

千
百
二
十
五
円
、
歳
出
合
計
三
億
五
千

六
百
三
十
万
九
千
六
百
三
十
九
円
と
な

り
、
内
容
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
税
は

一
世
帯
当
た
り
十
一
万
八
千
二
百
八
十

円
、
一
人
当
た
り
四
万
四
千
六
十
二
円

納
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
支
払
額
に
つ
い
て
は
、
一
人
当

た
り
五
万
九
千
六
百
五
十
四
円
の
支
払

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
％

老人保健拠出金
102，396千円

総務費24，452千

　　　　　　　　6．71

ムダなく使おう

大切な水
　　　　貿

　　＼’

　　　め

水
道
事
業

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
主
な
建
設
改
良

工
事
は
、
区
画
整
理
区
域
内
の
配
水
管

布
設
工
事
と
野
原
地
内
及
び
柴
・
小
江

川
・
板
井
地
内
の
配
水
管
布
設
替
工
事

ま
た
、
消
防
設
備
の
拡
充
を
図
る
た
め

に
消
火
栓
4
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

基金積立金
2，000千円　0．6％

難き、

　保

その他2，466千円　0．9％

繰入金16，445千円　4．1％

その他9，450千円　2．3％

医療給付費交付金
20，623千円　5，1％

保険給付費
224，994千円
63．1％

　　56，715『
　　14．0％

歳出

）

）

　
ま
た
水
需
要
は
、
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
冬
期
の
渇
水
期
に
は
水
源
の

水
位
が
非
常
に
低
下
し
ま
す
の
で
、
本

年
度
は
特
に
漏
水
防
止
に
重
点
を
お
き

十
二
月
に
調
査
、
修
理
を
行
な
い
町
民

の
み
な
さ
ん
に
安
定
し
た
水
の
供
給
と

公
営
企
業
の
健
全
な
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
給
水
戸
数
　
　
　
　
二
、
六
六
六
戸

　
給
水
人
口
　
　
　
一
〇
、
七
九
四
人

　
普
及
率
　
　
　
九
五
・
六
％

　
〆

　
一
日
最
大
配
水
量
　
六
、
九
一
三
㎡

　
一
日
平
均
配
水
量
　
四
、
九
一
六
㎡

収
益
的
収
入
及
び
支
出

○
収
入

　
水
道
事
業
収
益

　
　
　
二
三
七
、
二
三
二
、

○
支
出

　
水
道
事
業
費

　
　
　
一
七
五
、
三
四
五
、

○
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
六
一
、
八
八
七
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出

○
収
入

資
本
的
収
入

　
　
　
　
七
、
八
二
五
、

○
支
　
出

資
本
的
支
出

　
　
　
　
五
二
、
三
二
一
、

○
差
引
不
足
額

　
　
　
　
四
四
、
四
九
五
、

四
一
一
円

〇
三
八
円

三
七
三
円

三
〇
〇
円

一
八
五
円

八
八
五
円
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町議会第三回定例会

」般会計補正予算

　　2億4，844万円追加

17議案を可決・認定

●
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
埼
玉
県
住
宅
新
築
資
金
貸
付
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
の
で
、
貸
付
限
度
額
を
減

額
し
、
貸
付
利
率
に
つ
い
て
も
国
の
貸

付
制
度
の
中
で
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
、

合
わ
せ
て
改
正
い
た
す
も
の
で
す
。

●
江
南
町
公
害
対
策
審
議
会
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

（

＊
＊
＊
＊
＊

（

　
昭
和
六
十
二
年
第
三
回
江
南
町
議
会

定
例
会
が
、
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
会
期
八
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
種
特
別
会

計
決
算
な
ど
を
含
め
十
七
議
案
が
上
程

さ
れ
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
本
年
四
月
、
機
構
改
革
に
よ
り
保
健

課
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
掌
事

務
の
変
更
に
よ
る
改
正
を
い
た
す
も
の

で
す
。

●
。
埼
玉
県
甫
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
幸
手
町
の
市
制
施
行
及
び
一
部
事
務

組
合
の
名
称
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
昭
和
六
十
『
年
度
江
南
町
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
『
年
度
江
南
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
老
人
保
健

　
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
住
宅
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
一
認
定
に
つ

　
い
て
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
原
案
認
定
）

●
昭
和
六
十
二
年
度
江
南
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
号
）
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
億
四
千
八
百
四
十
四
万
九

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
億
一

千
五
百
四
十
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
補
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕
　
　
　
　
！

○
県
支
出
金
で
農
林
水
産
業
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
四
七
、
〇
七
〇
千
円

○
国
庫
支
出
金
で
土
木
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
三
、

O
繰
越
金
…
…
一
九
四
、

○
そ
の
他
の
歳
入
　
三
、

歳
入
合
計
…
二
四
八
、

〔
歳
出
〕

六
五
〇
千
円

五
四
四
千
円

一
八
五
千
円

四
四
九
千
円

○
農
業
排
水
路
整
備
に
伴
う
用
地
取
得

費
・
測
量
委
託
料
等

　
　
　
　
　
　
　
二
七
、
九
〇
〇
千
円

　
　
ρ
　
　
（

○
農
村
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
処
理
施

　
設
工
事
等
　
　
五
七
、
五
一
〇
千
円

○
さ
い
た
ま
博
覧
会
出
展
等

　
　
　
　
　
　
　
二
八
、
二
〇
九
千
円

O
道
路
新
設
改
良
に
伴
う
用
地
取
得
費

　
・
物
件
補
償
費
・
測
量
委
託
料
等

　
　
　
　
　
　
　
四
九
、
七
六
〇
千
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
四
七
、
○
○
○
千
円

○
そ
の
他
の
歳
出
三
八
、
〇
七
〇
千
円

　
歳
出
合
計
　
二
四
八
、
四
四
九
千
円

●
昭
和
六
十
二
年
度
江
南
町
老
人
保
健

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
八
百
三
万
九
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
億
六
千
四
百
六
十
六
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
昭
和
六
十
二
年
度
江
南
町
住
宅
資
金

　
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
一
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）
．

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
四
万
六
千
円
を
減
額

し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
千
百
九
十
八
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
、
公
平
委
員
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
あ
ら
た
に
委
員
の
任
命
・
選
任
の

同
意
を
議
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

小
柴
文
代
…
…
…
新
任

住
所
　
大
字
三
本
一
九
二
七
番
地
二

生
年
月
日
　
大
正
十
三
年
十
月
十
九
日

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

上
杉
　
　
正
…
…
…
再
任

住
所
　
大
字
千
代
六
〇
〇
番
地

生
年
月
日
　
大
正
十
一
年
二
月
四
日

松
本
　
明
宜
…
…
…
再
任

住
所
　
大
字
御
正
新
田
五
七
六
番
地

生
年
月
日
　
大
正
七
年
一
月
八
日

長
谷
川
七
郎
…
…
…
新
任

住
所
　
大
字
三
本
六
八
四
番
地

生
年
月
日
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任

福
田
徳
重
…
…
…
再
任

住
所
　
大
字
成
沢
二
一
五
番
地

生
年
月
日
　
大
正
六
年
五
月
十
七
日

●
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
江
南
町
営
（
樋
春
北
地
区
）
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
の
工
事
完
了
に
伴
い
道

路
、
水
路
が
完
備
さ
れ
た
た
め
、
従
前

の
字
界
で
は
、
行
政
上
は
勿
論
、
登
記

及
び
耕
地
の
維
持
管
理
に
支
障
が
生
ず

る
た
め
土
地
改
良
後
の
道
路
及
び
水
路

を
も
っ
て
字
区
域
を
設
定
し
な
お
す
必

要
が
生
じ
た
も
の
で
す
。
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）

　　　　　　　　　　　　　　保育所親子運動会
　9月19日（土）は、保育所の親子運動会でした。前日の雨もすつかり上がり、
子どもたちは、おとうさんやおかあさんといっしょに、かけっこしたりおゆう
ぎしたりと、一日中がんばりました。

＼」一

　　　　　　　　　　有害鳥駆除
　9月14日・15日の二日間、町の猟友会の協力で、有害
鳥の駆除が行なわれました。これは、田畑に実った農作
物に被害を与える鳥を駆除するもので、15人の猟友会
の人達が、1500羽のすずめと150羽のカラスを駆除しま
したQ

鰯覇鰯幽難灘．、．．

　　　　　　　　　　　秋の全国交通安全運動
　　　　9月21日から30日まで、秋の全国交通安全運動が実施
　　　されました。今年は、シートベルト、ヘルメットの着用
　　　の徹底を中心に、ドライバーや歩行者へ事故防止を呼び
　　1　かけました。
＼）

晶陥陥舳M陥
　
動
物
と
ふ
れ
あ
い
、

晶
遊
び
な
が
ら
、
動
物

陥
の
習
性
な
ど
を
学
び
、

M
正
し
い
飼
い
か
た
を

晶晶
体
験
し
、
そ
し
て
、

陥
み
ん
な
で
動
物
を
愛

陥陥
護
す
る
心
を
育
も
う
。

m
■
と
　
き
　
昭
和
六

陥陥
　
十
二
年
十
一
月
十

昂昂
　
四
日
（
土
）
　
午
前

陥
　
九
時
三
十
分
～
午

m
　
後
三
時
三
十
分

陥
□
と
こ
ろ
　
江
南
町

舳
板
井
一
二
三
埼

晶晶
　
玉
県
動
物
指
導
セ

陥
　
ン
タ
ー

晶陥
■
プ
ロ
グ
ラ
ム

陥
O
動
物
と
の
ふ
れ
あ

晶
　
　
い
教
室
、
そ
の
ほ

M
　
か
に
も
、
家
族
と

M晶
　
　
一
緒
に
遊
ぶ
コ
ー

陥
m
ナ
表
ど
、
い
ろ

晶
　
い
ろ
な
催
し
を
予

晶陥
　
定
し
て
い
ま
す
。

陥
■
間
合
せ
　
埼
玉
県

吊晶
　
動
物
指
導
セ
ン
タ

晶^

　
1
曾
〇
四
八
五
－

　
　
三
六
－
二
四
六
六

　
）

動
物
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
江
南

「
県
民
の
日
」
十
一
月
十
四
日

　
　
犬
を
飼
っ
た
ら

○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

　
し
ょ
う

　
生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
、
年
一
回

の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
票
を
首
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

○
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
放
し
飼
い
の
犬
は
、
人
に
か
み
つ
い

た
り
、
フ
ン
で
道
路
や
よ
そ
の
家
の
庭

な
ど
を
汚
し
た
り
し
て
、
多
く
の
人
が

迷
惑
し
ま
す
。

○
犬
の
運
動
・
散
歩
時
に
は
必
ず
フ
ン

　
の
始
末
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
フ
ン
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、

責
任
を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
捨
て
犬
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
犬
を
捨
て
る
と
、
の
ら
犬
を
増
や
し
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
終
生

飼
う
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て

も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
保
健
所

又
は
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
子
犬
の
ほ
し
く
な
い
場
合
は
－
：

　
子
犬
が
生
ま
れ
て
き
て
も
飼
え
な
い

人
は
、
獣
医
さ
ん
に
子
犬
が
で
き
な
い

よ
う
に
手
術
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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（
、
（

検
診
を
受
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
自

　
〃
が
ん
”
と
聞
く
と
、
不
治
の
病
と

思
わ
れ
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
確
か
に
が
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年
以

来
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
を
抑
え
て
死
亡

原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
が
ん
も
種
類
に
よ
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
治
ゆ

が
可
能
な
病
気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
が

ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自

分
自
身
で
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
が
、

が
ん
を
征
圧
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
女
性
特
有
の
が
ん

と
し
て
、
乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
が
あ
り

ま
す
。
胃
が
ん
に
比
べ
、
そ
の
数
は
少

な
い
と
は
い
え
、
決
し
て
油
断
な
ら
な

「
ー
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

殺い

の
は

行

い
女
性
の
敵
。
町
で
も
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

為
瀞

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

　
改
善
が
発
病
を
防
ぐ

　
が
ん
予
防
に
は
ま
ず
”
一
次
予
防
”

が
あ
り
ま
す
。
一
次
予
防
と
は
「
が
ん

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
た
め
の

予
防
の
こ
と
で
す
。
火
事
で
い
え
ば
火

事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
、
　
”
火
の
用

心
”
や
”
出
火
予
防
”
に
あ
た
り
ま
す
。

　
で
は
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
①
食
生
活
の
改
善
・
調
理
の
工

夫
を
心
が
け
、
②
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー

ル
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と
が
主

（
　
（

な
点
で
す
。
こ
の
二
つ
を
実
行
し
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
少
し
で
も
改
善
す
る

こ
と
で
、
が
ん
の
発
生
は
か
な
り
防
げ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

饗響臨，㊥，
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　よく観察して

　　　　　早期発見を〃

　乳がんは、自分自身で見つける
ことのできる一つです。

　毎月、日を決めて、乳房にシコ
リがないかどうか、自分の検査を
しましょう。

　検査は次のようにしてください。

①まず、両腕を下げたまま、左
　右の乳房を鏡に写してみて、自
　分の正常な乳房の形、乳首の姿
　などをよく覚えておきます。

②両腕を上げて、正面、側面、
　斜めを写してみて、次のことを
　調べます。

　◎乳房のどこかに、くぼみやひ
　きつれたところはないかQ
　◎乳首がへこんだり、湿疹のよ
　うなただれができていないか。
③あおむけに寝て、右の乳房を
　調べるときは、右肩の下に座ぶ
　とんか簿い枕を敷き、乳房がた
　れず、胸の上に平均に広がるよ
　うします。

④乳房の内側半分を調べるには、
　右腕を頭の後方に上げ、左手の
　指の腹で、外側から内側へ、上
　ゑら下へ、静かに軽く圧迫しな

　がら触れてみます。
⑤外側半分を調べるには、右腕
　を自然の位置に下げ、左手の指
　の腹で乳首の内側から外側へ、
　下から上へ触れて、最後にわき
　の下にぐりぐりがないか調べて
　みます。
⑥　乳房を指先でつまむようにし
　て調べると、異状がなくてもシ
　コリのように感じますから、必
　ず指の腹で探ってください。
⑦右の乳房の検査が終ったら、
　次に左の乳房を同じように検査
　します。
⑧左右の乳首を軽くつまみ、乳
　をしぼり出すようにして、血の
　ような異状な液が出ないかを調
　べます。
⑨自己検査で少しでも異状を見
　つけたら、ためらわず専門医の
　診察を受けてください。
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定
期
検
診
で
“
手
遅
れ
”
を
な
く
す

　
“
そ
れ
で
も
が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
。
”
一
次
予
防

を
し
て
い
れ
ば
、
が
ん
に
か
か
ら
な
い

と
ば
い
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
”
二
次
予
防
”

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
　
「
が
ん
に
か
か

っ
て
も
、
手
遅
れ
で
命
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
す
る
」
た
め
の
予
防
で
す
。
こ

れ
は
発
生
し
て
し
ま
っ
た
火
災
に
対
し

て
、
　
”
初
期
消
火
”
に
よ
っ
て
、
　
”
全

焼
・
延
焼
を
防
ぐ
”
予
防
方
法
な
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検

診
を
受
け
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
ら
す

み
や
か
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
し

健
康
に
自
信
が
あ
っ
て
も

　
　
油
断
禁
物

　
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
て
早
期
に
治

療
を
受
け
た
人
は
、
手
術
後
の
経
過
に

大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
日
本
人

が
圧
倒
的
に
か
か
り
や
す
い
胃
が
ん
は
、

早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
、
完
全

治
ゆ
も
不
可
能
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
最
近
女
性
に
多
い
乳
が
ん
も
、

自
分
自
身
で
で
き
る
検
診
法
に
よ
り
早

期
発
見
が
可
能
で
す
。

　
し
か
し
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
頭
で

わ
か
っ
て
い
て
も
、
　
「
健
康
だ
か
ら
」

「
忙
し
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
検

診
を
受
け
な
い
か
た
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
あ
る
専
門
家
は
、
　
「
検
診
を
受
け
な

い
こ
と
は
、
自
ら
の
命
を
縮
め
る
自
殺

行
為
だ
」
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
だ
か
ら
と
い
っ
て
油
断
は
禁
物

で
す
。
検
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
を

確
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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　圖・……・30歳以上
■とき10月22日（木）・26
　　　　午後12時30分～1
■ところ　保健センター

■料金400円
　囮一………30歳以上
：■とき10月30日㈹
i　　　午後12時30分～l
l■ところ　保健センター

：■料金100円（X線直
1　のかたは880円になりま
」＿＿一一＿＿＿＿一一一＿一一ご一一＿一一一一一一一
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第9回さいたま農林まつり

　グリー》ハーモニー
　　　　さいたま787協賛行事
　都市（まち）と農村（むら）を
結ぶ緑の祭典、さいたま農林まつ
りが開かれます。

■日　時
　10月24日（土）・25日（日）

■場　所
　大宮市大宮公園自由広場
　当日は、農産物などの即売、お
にぎり、牛乳の無料配布、県内農
林水産業の展示、子供むけに金魚
すくいやヨーヨーつりなど、豊富
な催し物が予定されています。入
場は無料です。

　屋外広告物講習会
　埼玉県では、県内で屋外広告業
に従事するかたを対象に埼玉県屋
外広告物講習会を次の要領で実施
します。

■対　象
　これから屋外広告業を始めよう
としている人、屋外広告業に従事
している人が対象です。特に下記
のすべそに該当する場合は受講が
必要です。

■会場
　埼玉県熊谷会館
■入場料
　S席　3，500円　A席　3，000円
■主　催
　埼玉県・（財）埼玉県熊谷産業文

　化協会
■間合せ

　熊谷会館　台0485－23－2535

　行政・心配ごと相談

　行政相談制度のより一層の普及
を図るため、10月11日（日）～17日出

をr行政相談週間」として、全国
一斉に行政相談行事を実施します。1
町でも、毎月第4火曜日にご相談
に応じていますので、日常生活で
の困りごとや行政への不満等のあ
るかた、お気軽におい出ください。
相談は、秘密・無料です。

■日　時
　10月27日（火）　9時半～正午
■場　所
　江南町母子センター
※今月は弁護士が来所予定です。

　　教　育　相　談
　教育委員会では、毎週火曜日（
祝祭日はのぞく）午後1時より3

経理事務各20名、冷凍空調科・イ
ンテリアサービス科各20名、自動
車整備科〔2年制〕20名
・（大宮高等技術専門校費0486－63

－Ol91）自動車整備科〔2年制〕
20名
・（川越高等技術専門校奮0492－35

－7070）電気制御回路組立科20名
・（東松山高等技術専門校台0493－

22－0412）電子機器科20名
・（熊谷高等技術専門校ao485－32
－6559）自動車整備科〔2年制〕・

機械製図科各20名
・（羽生高等技術専門校奮0485－61

－0910）マイ コンシステム科・O
Aビジネス科各20名
・（春日部高等技術専門校ao487－
37－3511）自動車整備科〔2年制〕

20名
■応募方法

　昭和62年10月1日（木）から26日
（月）までに、希望する専門校、又

は公共職業安定所へ
■選考日

　昭和62年11月6日（金）

■選考方法

　筆記試験（国語1・数学1）及
び面接試験
■問合せ

　各専門校、又は職業能力開発課
・奮0488－22－7212

縛講を活動地域として営業隠雲響教育相談を　ナしi囲竈璽麗曜ヨi
○営業所内に屋外広告物講習会修
　了者がいない場合
■日　程
　11月11日㈱（9：00～16：00）
午前：屋外広告物に関する法令（制度）

午後：屋外広告物の表示の方法
　U月12日㈲（9＝00～16：00）
午前：屋外広告物に関する法令（基準）

午後：屋外広告物の施行

目会場　　／
　さいたま共済会館（浦和駅西口
　下車徒歩10分）

■申込み
受付期問　10月5日（月）～24日仕）

9：00～16：00（土曜日は11：30まで）

　お子さんの教育上のことでお困
りのことがありましたら、お気軽
にご相談ください。

a36－5468（直通）
　36－1521（内線237）

1晒璽睡醐麺田
i　昭和63年度県立高等技術

i　　専門校生募集
し

：■応募資格
ド

1　高等学校を卒業した者（原則と
：して30歳以下の者）又は昭和63年
：3月卒業見込の者
ユ

1■募集科目及び定員

1鵠す農ことができますo

　国籍取得の特例　　，：
　　　　　　　　　　　　　：
　「夫が外国人、妻が日本人」の　：
夫婦から生まれた外国籍の子は、　：
　　　　　　　　　　　　　ロ届け出ることによって日本国籍を　・
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　：
　昭和62・年12月31日まで　　　　1
■対　象　　　　　　　　　　　：
　昭和40年1月1日から昭和59年　1
　12月31日までに生まれたかた等。1
目問合せ　　　　　　　　　　　1
　浦和地方法務局熊谷支局　　　　1
　費0485－24－8805・8806　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　ロ　届出の期限が迫っていますので、：
：受付場所　埼玉県住宅都市部都市　i・（中央高等技術専門校80487－81－　i希望されるかたは早目に法務局に　i
：　計画課都市景観係（郵送不可）　：3241）電気技術科・建築設計科・　1届け出て下さい。　　　　　　　　1
　申込みには、写真（縦5cm×横4cm）
　1枚と印鑑、手数料として3，000
　円の埼玉県収入印紙が必要です。
　申込書は県都市計画課または各土
　木事務所の管理課にあります。
　■間合せ
　　埼玉県住宅都市部都市計画課都
　市景観係
　費0488－24－2111（内線3222）

　武田鉄矢コンサート
　圏日　時
　　昭和62年10月21日（水）

　　午後6時30分開演
L＿一一＿≦＿＿＿＿一一一一一一＿一＿一一＿＿＿」

ト『冒一一一一一一一一一一一一一一5一一一一一一一一一一一一一一一一一一L一一一一一一＿＿一一＿＿一＿＿一一＿＿一＿＿一一＿一一＿＿＿＿一＿＿」
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板
　
井

　
　
宇
治
川
和
也
　
長
男
　
　
（
三
郎
）

　
　
細
井
め
ぐ
み
　
長
女
　
　
（
康
之
）

千
代

　
　
中
山
　
知
美
　
長
女
　
　
（
達
夫
）

三
　
本

　
　
大
島
　
直
貴
　
二
男
　
　
（
浩
一
）

押
　
切

　
　
島
田
　
将
太
　
長
男
　
　
（
文
延
）

上
新
田

　
　
松
本
　
絵
里
　
長
女
　
　
（
紀
之
）

　
　
お
　
わ
　
び

　
九
月
号
で
「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」

の
記
事
で
、
上
新
田
の
新
井
美
香
ち
ゃ

ん
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。




